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第
三
十
三
条
の
二
十
二

第
二
十
三
条
第
六
項
の
規
定
は
機
関
登
録
に
つ
い
て
、
第
二
十
四
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項

並
び
に
第
二
十
七
条
の
規
定
は
事
業
登
録
関
係
事
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
第

六
項
中
「
環
境
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
及
び
特
別
国
際
種
関
係
大
臣
（
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定

す
る
特
別
国
際
種
関
係
大
臣
を
い
う
。次
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
並
び
に
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」

と
、
第
二
十
四
条
第
十
項
中
「
環
境
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
及
び
特
別
国
際
種
関
係
大
臣
」
と
、
同
条
第

十
一
項
中
「
環
境
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
及
び
特
別
国
際
種
関
係
大
臣
」
と
、「
環
境
省
令
」
と
あ
る
の
は

「
環
境
大
臣
及
び
特
別
国
際
種
関
係
大
臣
の
発
す
る
命
令
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
環
境
大
臣
」
と
あ
る
の

は
「
環
境
大
臣
及
び
特
別
国
際
種
関
係
大
臣
」
と
、「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
款
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
は
、
指
定
の
区
域
、
指
定
」
を
「
又
は
そ
の
変
更
は
、
そ
の
区
域
及
び
名
称
、
指
定
又
は

そ
の
変
更
」
に
、「
及
び
指
定
の
区
域
の
」
を
「
並
び
に
そ
の
区
域
の
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
二
項
と

し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
三
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第
四
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
、「
第
七
項
中
」
を

「
第
八
項
中
」
に
、「
指
定
の
区
域
、
指
定
に
係
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
及
び
指
定
の
」
を「
そ
の
区
域
及
び
名
称
、

そ
の
」
に
改
め
、「
指
針
」
の
下
に
「
並
び
に
指
定
の
期
間
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る

場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
、
第
八
項
」
を
「
、
第
九
項
」
に
、「
第
十
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
指
定
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
変
更
」を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
指
定
を
」
の
下
に
「
し
、
又
は
そ
の
変
更
を
」を
加
え
、「
指
定
の
区
域
、

指
定
に
係
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
及
び
指
定
の
」
を
「
そ
の
区
域
及
び
名
称
、
そ
の
」
に
改
め
、「
指
針
」
の
下
に

「
並
び
に
指
定
の
期
間
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
そ
の
他
指
定
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
変
更
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項

と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
指
定
を
」
の
下
に
「
し
、
又
は
そ
の
変
更
を
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条

第
四
項
中
「
指
定
を
」
の
下
に
「
し
、
又
は
そ
の
変
更
を
」
を
、「
す
る
と
き
」
の
下
に「（
指
定
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、

区
域
を
拡
張
し
、又
は
指
定
の
期
間
を
定
め
、若
し
く
は
延
長
す
る
場
合
に
限
る
。次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
、「
指
定
の
区
域
、
指
定
に
係
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
及
び
指
定
の
」
を
「
そ
の
区
域
及
び
名
称
並
び
に
そ

の
」
に
、「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、「
と
い
う
。）」
の
下
に
「
並
び
に
指
定
の
期
間
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
指
定
」

の
下
に
「
を
し
、
又
は
そ
の
変
更
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
指
定
を
し
、
又
は
そ
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

指
定
の
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
七
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
そ
の
変
更
に
つ
い
て
、

同
条
第
四
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
、
同
条
第
八
項
の
規
定

は
次
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中「
そ
の
区
域
及
び
名
称
、

指
定
又
は
そ
の
変
更
に
係
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
並
び
に
そ
の
区
域
の
保
護
に
関
す
る
指
針
」
と
あ
る
の
は
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
そ
の
変
更
に
つ
い
て
は
「
そ
の
区
域
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
区
域
を
拡
張
し
、
又

は
指
定
の
期
間
を
定
め
、
若
し
く
は
延
長
す
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
そ
の
変
更
に

つ
い
て
は
「
区
域
を
拡
張
す
る
場
合
」
と
、「
並
び
に
指
定
の
期
間
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の
期
間
が
定
め
ら

れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）を
公
衆
」
と
あ
る
の
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
そ
の
変
更
に
つ
い
て
は
「
を
公

衆
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
区
域
及
び
名
称
、
そ
の
区
域
の
保
護
に
関
す
る
指
針
並
び
に
指
定

の
期
間
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
及
び
そ
の
変
更
に
つ
い
て
は
「
そ
の
旨
及
び
そ
の
区
域
」
と
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
に
つ

い
て
は
「
そ
の
旨
及
び
解
除
に
係
る
指
定
の
区
域
」
と
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
つ
い
て
は
「
そ
の
旨
及
び
そ

の
区
域
並
び
に
そ
の
区
域
ご
と
の
期
間
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
あ
る
の
は
「
次
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
指
定
」
の
下
に
「
を
し
、
又
は
そ
の
変
更
」
を
、「
す
る
と
き
」
の
下
に「（
指
定
の
変
更
に

あ
っ
て
は
、
区
域
の
拡
張
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
六
条
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第
三
十

六
条
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、「
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
」
の
下
に
「
そ
の
変
更
並
び
に
」を
加
え
、

「
、
第
三
十
六
条
第
七
項
」
を
「
、
第
三
十
六
条
第
八
項
」
に
、「
指
定
の
区
域
、
指
定
に
係
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物

種
及
び
指
定
の
区
域
の
保
護
に
関
す
る
指
針
」
と
あ
る
の
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
」
を
「
そ
の
区
域
及
び
名

称
、
そ
の
区
域
の
保
護
に
関
す
る
指
針
並
び
に
指
定
の
期
間
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
そ
の
変
更
」
に
、「
そ
の
旨
及
び
指
定
の
」
を
「
そ

の
旨
及
び
そ
の
」
に
、「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
、「
、「
第
三
十
八
条
第
五
項
」を「「
第
三
十
八
条
第
五
項
」

に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
三
号
中
「
第
二
十
条
第
九
項
」
を
「
第
二
十
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
十
条

の
三
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
二
十
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
二
十
条
の
三
第
二

項
」
を
「
第
二
十
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
又
は
第
三
十
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
」
を
「
、
第

三
十
条
第
四
項
（
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、「
含
む
。）」
の
下
に
「
、
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
三
十
三
条
の
九
又

は
第
三
十
三
条
の
二
十
三
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
加
え
、
同
条
第
七
号
中
「
同
じ
。）」
の
下
に
「
若
し
く
は
第

三
十
三
条
の
十
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
、「
又
は
第
三
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の

十
四
第
一
項
」
を
加
え
、「
し
た
者
」
を
「
し
、
若
し
く
は
物
件
を
提
出
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
を
提
出
し
、
若

し
く
は
資
料
を
提
出
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
を
提
出
し
た
者
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
第
三
十
三
条
の
七

第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
十
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
第
三
十
三
条
の
七
第
四
項
」
を
「
第
三

十
三
条
の
二
十
五
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
四
十
二
条
第
四
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
八
条
の
二

第
四
項
」
を
加
え
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
二
条
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

第
四
十
八
条
の
十
一
に
規
定
す
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
る

立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳

述
を
し
た
者

第
三
十
九
条
第
六
項
第
三
号
中
「
指
定
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
変
更
」
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
指
定
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
変
更
」
を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
八
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
五
十
七
条
の
二
中
「
第
九
条
、
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
」
を
「
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
九
条
、
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
十
条
第
一
項
の
許
可
、
第
十
三
条
第
一
項
の
許
可
、
第
二
十
条
第
一
項
の

登
録
、
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
、
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
登
録
、
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の

登
録
又
は
第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
た
者

第
五
十
八
条
第
一
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
四
条
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
四
条

第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
、「
第
十
八
条
」
の
下
に
「
、
第
三
十
三
条
の
十
二
」
を
加
え
、同
条
第
二
号
中「
第

十
七
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
第
七
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
登
録
、
事
前
登
録
、
第
二
十
条
第
五
項
」
を

「
第
二
十
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第

十
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
第
二
号
中
「
事
前
登
録
を
」
を
「
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
登
録
を
」
に
、「
第
二
十
条
の
三
第
一
項
本

文
」
を
「
第
二
十
条
の
四
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
二
十
条
の
四

第
四
項
」
に
、「
又
は
第
三
十
三
条
の
六
第
四
項
」
を
「
、
第
三
十
三
条
の
十
三
又
は
第
三
十
三
条
の
二
十
三
第
六
項
」

に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
三
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
十
三
第
一
項
、
第
三
十
三
条
の
二
十
四
又

は
第
三
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

第
三
十
三
条
の
二
十
三
第
一
項
の
管
理
票
に
虚
偽
の
事
項
を
記
載
し
た
特
別
国
際
種
事
業
者

六

第
三
十
三
条
の
二
十
三
第
二
項
の
管
理
票
に
虚
偽
の
事
項
を
記
載
し
た
特
定
国
際
種
事
業
者
又
は
特
別
国
際
種

事
業
者

第
六
十
条
中
「
又
は
第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
」
を
「
、
第
三
十
三
条
の
十
七
第
一
項
又
は
第
三
十
三
条
の
二
十
八

第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
中
「
又
は
第
三
十
三
条
の
十
一
第
五
項
」
を
「
、
第
三
十
三
条
の
十
八
第
五
項
又
は
第
三
十
三
条
の
二

十
九
第
五
項
」
に
、「
登
録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事
務
、
事
業
登
録
関
係
事
務
」
に
、「
登
録
機
関
」を「
個

体
等
登
録
機
関
、
事
業
登
録
機
関
」
に
改
め
る
。
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